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調画　無職　音詩晃さん（81）＝
同市　東京の家が空襲で焼けました。

政府は国際環境が厳しいという。でも
封疎抜を破壊し、法案を強引に理解させ

ようとするのはどうか。目は少し不日

由になったが、今後もデモや集会に加わります。
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